




もかかわらず、このようにお集まりいただき誠 ありがとうございます。学生の皆さんも結構いらっしゃると伺って、私は驚いております。というのは、私は学生の頃に土曜日に大学へ行ったことがないので、このよ に土曜日に、こう うふうに講義室に来るんだな、と感心するとともに、皆さん将来有望なんだな 思 おります。一部の方もいらっしゃると思いますが、二部の方も結構いらしゃるんですよね。よろしくお願いいたします。　
私がなぜここにいるのかと言いますと、私は専修大学の出身では
















たりしていました。ゼミは民法のゼミで、西村重雄という教授のゼミなんですけれど、この西村先生は民法とか商法とかそう った法律に精通していて、京大の在学中に司法試験に受かって、修習中にやっぱり違うと心変わり て学者になったという方なんです。この方と私は結構意見が違ってですね、食い違 ているからといって、私は反抗するわけじゃな んですけど とにかく意見が食い違うので、毎週ゼミに出るたびに教授に食っ かかるような形になってしまったんです。そういっ こ を繰り返 いるうちに、ゼミの飲み会で「長嶺君は、物の考え方が弁護士 向いているんじゃないか」と西村先生に言われまして、あぁそうなのかなぁと勘違いをして、プロフィールにありますよう 七回不合格を重ねまして、やく二九歳の時に懲りて きらめました。二二歳から二九歳まではバイトをしながらですけれども、勉強ばかりしていたの 、これからは好きなことをやろうと決めたんで が、福岡では出版社が少いため、ライター しては仕事が出来ないなと思って上京しました。そして自著のなかで、今村力三郎という反骨 弁護士につい取り上げたというご縁で今回お招きいただきました。　
最初に私が東京に来て書いた本が『裁判官の爆笑お言葉集』で
す。裁判官が法廷で実際に話した発言、とくに珍し 発言 、裁判官はこんなことを言うんだといった驚きの言葉や感動のあるような言葉などを取り上げて、それを名言集風にアレンジをして出版
ものが、法律関係の人だけではなくて一般の方にも面白く読んでいただけるようになりました。それに味をしめまして、それじゃあ弁護士のお言葉集をつくろうかという話 なったんですが 現役の弁護士さんでは、意外性のあるというか、この人良いこと言うなぁという人はなかなか少ない。ということで、現役 は難しいのかということで時代を遡って きました。中坊公平さんとかま 遡っていったんですけどまだ足りないとなって き、明治時代まで遡っていく。そうしたなかで辿り着いたのが今村力三郎さん あります。　
今回の講演テーマは「人の心を言葉で揺さぶるには─今、 「伝説




遂げました。 「もはや戦後ではない」と言われた時代もあったんすけど、皆さん物が満 されて「一億総中流」とか言われまして、とりあえずお金はそこそこある。好きな物は買える。 ろんな所に行けるという時代がありました。物が満たされると次は情報です。
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今、何が起こっているのか。あそこにもっと美味しい物が売っているとか そういう情報ですね。こういった情報がやり取りされるようになった。 してインターネットとかスマホとか 発達していきました。今は有り余るくらいに、または読みきれないくらいに情報に満たされてしまって、一秒間に、本当に三日分とか四日分の動画がネットに上が いう、誰も全部見切れないよ な情報が溢れている時代です。　
では次は何かというと、心を満たすべき時代がきた。物も情報も






護士」というＴＢＳ ドラマがあるように、昔 ら弁護士とい 職業がドラマ かフィクションのなかの登場人物として描かれているくらい一定の支持を受けているということですので、弁護士という職業に対しての期待感とか、キャラ立ち か、そ い たものが潜在的にあるのかなというふ に思っているんですけども、現実問題
としてリアルな弁護士さんは、なかなか心に響く弁論を創り上げるところまで手が回らない。時間が限られているので仕方ないですが、目先のこと、つまり報酬を貰うとか、勝訴するとか、目先の結果を出すこ にフォーカスしてしまう。裁判官にとりあえずこの書面を出したら勝てるだろうとか、もちろ それはそれで非常に大切な知略です 、人 心、例えば依頼人、被告人とかクライアントの心を揺さぶって 例え負けたとしてもこの先生 これだけやってくれて、たとえ勝てなくたって仕方ないだろう、というような満足感を貰えるようなものがあれば、同じ報酬を払うのでも納得のいく信頼関係が生まれるんじゃないかというふうに思います。　
あるいは、たぶん明日からですけれど選挙権が法律上、改正され






持ちを惹きつけなければならない仕事をして ります。それでお金を貰うということをやっているんですが、私が日頃、仕事をしている中で考えて るのは、物事を伝えるには三つ、必要な要素があるんじゃないかと思っていま 物事 伝える めの三つ 「きょう」というキーワードの説明を致します。一つは共感 「共」です。例えば同じ物事を伝え も、あっ、この話 自分に関係があるのかなとか、昔話をし ても何か参考になる要素があるとか。そういった自分と関係があるなとか、あるいは話し手と自分の間に何かシンクロする要素があるなとか。そうい た共感を入口に物事を聞こうと、あるいは読もう いう気持ち 持 もらという要素です。親しみを持て とか、今ちょっと問題とか不安を抱えて るけれども の解決策があ かいったこ が共感に繋がって、それで本 読んでみよ その情報をチェックしよう
といった気持ちを持ってもらう。　
二つ目が教えるという字を書きましたけれども、この「教」で
す。教え・導くの「教」 。教導とい 言葉はちょっと難しいですけれども これは情報を整理してわかり易く伝える、論理的に伝えるということで、この要素がなければやっぱりこの話は訳がわからないとなってしまいます で。この教えるという意味 「教」もいるだろうなということです。　
もう一つがこの驚きという「驚」です。サプライズの要素です
ね。これがある 、何だこれ 何だこ 話はという興味を持ってもらうきっかけにな ね。興味を持ってもらったり、興味関心を惹いたり、ある はちょっとだらけたなという所で一個だけ意外性のあるスパイスを効かせる。そ で、ここにこういう情報がありますよと、輪郭をハッキリさ て気付いてもらい、また、驚きというスパイスが効 ている情報は、相手も気になって、話題に乗せやすくなるので、物事が自然と世間へ伝わっていくということですね。　
私はこの三つの「きょう」が揃って、初めて人にお金を出して読





に優秀な方で、明治時代でトップクラス。例えば濡れ衣を着せられた被告人から、まず真っ先に「今村先生お願いします」 指名が入るほどだったと言われています。弁護士さんですから、もちろんこの教えるの「教」の要素とかは非常に特訓されていまして優れている訳ですし、司法試験にも早く受かっていたと聞い す。共感の「共」 ね。これも非常に一生懸命に弁護すると。派手さはないですけど情熱が、情熱を持って伝えると うところで、裁判官の胸を打つかはわからないですけど、被告人と 依頼人といった方に共感を得て、一生懸命やってく ていたの 今回は負け けれどもまぁ良いですよと。納得をし もらえると。この二つの要素は備わっていたんですね。　
今村先生はですね、三つ目の「きょう」である驚きの要素も、た
まに法廷の弁論の中に紛れ込むわけ 。この今村先生 弁論の中の男気と言いますか、スパイスを効かせる要素はですね、皮肉とかですね、嫌みとかこう う味付けを弁論の中に一％くらい、それくらいのバランスで入れ込むということで、ちょこちょ と相手の検察側を余談 ような形で攻撃すると うことをやっている 明治時代はですね、法廷の弁論 言うのはほぼ制限時間がなく 何時間もしゃべると うことが多く、今みた に裁判官がきっちり、弁護
士の弁論の持ち時間を区切るということはあまりなかったんですけども、その中で何時間しゃべっても、こういったピリッとし スパイスの効いているもので、ついつい聞き惚れて、依頼人とか傍聴人の心も打つような、感動を得られるようなことがあると。そういうことで人々の支持を得てきたのであろうと思います。　
皮肉とか嫌みとか、これはもちろん良い意味なんですよ。法廷闘
争に法律や証拠以外 スパイスを効かせるのがポイント いうこなんですけど、この皮肉にはですね、主な三要素 あ んで これは私が勝手に言ってるやつですよ。　
一つは相手へのリスペクトです。相手をリスペクトしたうえで相




いですね。明るい表情です。暗い感じで うとあんまりユーモアや冗談のニュアンスが伝わらないけど、明るい表情 か明るい声で言うとあんまり重くなく、聞いている第三者にも賛同していただけとい ことです。もちろん当事者間 けだ たら前の二つだけで良いんですけど、弁論のような聞かせるもの、つまり第三者に聞 せるものだと外見のイメージ、人から受け イメージ とか明 い声 か、そういった要素が非常に大事であるというふう思います。これがないと本当に嫌らしさ、あるいは失言とも受け取られてし うこともありますので、この三 目の外見的イメージは重要で、同じことをしゃべっていても与えるイメージは違ってくることがあるんだなというふうに思います。　
明治時代にはこういう良い意味で余剰のある、奥行きがある人間
くさいやりとりが法廷で繰り広げられていたわけなんですけれなかなか今の弁護士さ ま その伝統とい たものが伝わっておず、どこかで途切れてしまったようです。近頃では弁護士さんの仕
事というものが、人工知能ＡＩで置き換えられてしまうと言われています。例えば借金の過払い金の請求とかですね。あるいは未払いの残業代の請求とか、ある程度パターン化されたもの 法律の解釈もそうです。あれは本当にロジックですから。コンピュータのプログラムにある意味似ているものなんで、ＡＩと法律は意外と相性が良いものなんじゃないかと思って ます。一〇年後、二〇年後、三〇年後は人工知能に弁護士の仕事の一部が置き換えられてしまう、置き換えられていくことがあり得るというふうに言われているんですけれども、では人間の弁護士の良いところは何かと考えていった時に、やはり人の心を動か という、この要素がどうしても残ってくるということだと思っ ます。これがＡＩにあったらもう終わりですけど、こ はなかなか しかできな ものであろうというふうに思いまして、私はこれ ら法廷の弁論が重視されてくる時代が、つまり明治時代に盛 上が て、それが廃 ていった反動が二一世紀に来るんじゃないか いうふうに期待 ております。　
では今村先生の具体的な皮肉を込めた弁論というのを見て参りま
す。私がこの本の中で取り上げた今村先生の弁論、これは帝 事件と言われる事件です。ＣＭでおなじみの帝人です。繊維 かそういったものをつくっているメーカーの帝人 。帝国人絹というものの略称だと思います。ここを介して政治家 汚職事件 贈収賄ですね。贈収賄事件が発覚しました。帝人という会社の株が政治家の
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手に渡って、それと引き換えにいろんな口利きとかを要求したとして、帝人の社長とか官僚、実に一六人が贈収賄で逮捕・起訴されました。この中 一人である永野護という被告人が非常に苛烈な拷問を受けました。検察の取調が連日に渡るんですけど、決して罪 認めないもんですから革手錠をはめて この永野護という被疑者を懲らし ようとした訳です。検察の説明では牢屋での自殺防止とかそういう名目だった けども、やはりこれは自白強要のプレッシャーをかけるための手錠であっただろうというふうに想像できます。そしてこの永野護の弁護を引き受けた が今村力三郎弁護士あります。足尾銅山事件につい は先ほどお話がありましたけども、日比谷焼打ち事件の弁護団なんかも引き受けていました。　
今村先生はこの永野護の弁護を引き受けて、いろんな証拠だけで
なく、共感と教導を論理的に事実を積み重ねて検察 矛盾 ついいきました。最終弁論で今村力三郎先生は三つめの驚 皮肉・嫌みがピリっと効いた弁論をやるわけです。この帝人事件は贈収賄で検察が取調べて一六人を起訴したんですけども、全員が無罪を主張しています。この永野護も同じなんですけども、この帝人事件、今村力三郎弁護士はでっち上げだ 主張 ま た。こ でっち上げを、今村先生は「空中楼閣」と う言葉で表現して主張し 訳ですね。造語と言いますか、たぶんでっち上げと言っただけでは、裁判官や傍聴人とか新聞社と マスコミにもなかなか伝わらない。だからこういうインパクトを含むキーワードを使って した訳で
す。言わばありもしない想像上のものだと。天空の城ラピュタだと。それが帝人事件の実態だと。さらに永野さん対する革手錠に対して、検察官に冷静にかみつきました。何を言ったかというと、ちょっと読み上げます。









その全員に対して取り調べを行い、強引 自白させ ということなんですね。それで検察官がこの件に関して責任を感じておりますというふうに述べたの すけども、 の責任を感じておりますという言葉に対して今村先生はさらに言 ます。これは最終弁論ですね。
私は、おふたりの検事の責任感が強いことに敬意を表するものですが 官が責任を感じたときに採るべき方法として、自発的に きる道があ ます。口先だけで「責任を感じる」と言うだけでは、責任をとった
ことになりません。私は、おふたりの責任感が、後日、いかなる形をとって現れるのかを 目をこすり、見開いて期待するものです。
というふうに、ちょっと嫌みっぽい言い回しで追い込んでいます。責任、責任と相手は言うのですけど、その責任を具体的にどうするのか、迫ったわけなんですね。嫌みっぽい言い方で圧力をかけているんですけども、革手錠とか拷問にかけるよりもマシだろと うことなんですね。で この言葉が効いたの 効いてないのか、実際この最終弁論 あとに 検察官の一人が体調を崩したので休暇を取るという理由で辞任をしております。本当に身体 悪くしたのか、あるいは敵前逃亡した わかりませんが、ある程度、効いたんでしょうね。言葉の言い回しが相手に届いて効いたのであると想像きます。　
次に、帝人事件の仕組みは、株を売買したことによる贈収賄とい

















ら、この一六人 方々も非常に心が救われた気持ちで たんだろうなというふうに思います。なかには、この濡れ衣のせいで家族を失った いう人や、仕事を失 たという人もたくさんいらっしゃると思います。友人を失ったり信用を失ったり。そういったこ が多かったと思います。結果として、この帝人事件に関し は一六人全員無罪ということで幕を下ろしたので、事後的ながら名誉は回復されました。今村先生は帝人事件をきっかけに、さらに刑事弁護人としてのキャリア、ある 名声を上げたということになっております。人の心を動 すだけではなくて、結果もキッチリ出す
とで、やはり評判が非常に良かった方というふうに思います。　
いかがでしたでしょうか。今村先生のお人柄というのは、資料な
どを見てもなかなか見えてこないということがあると思います。しかしその生きた言葉、弁論ですとか、そういった資料の中に人柄とか、この方 主張とかですね。あるいはどうや ら自分 主張を裁判所とかマスコミとか傍聴人とか、そう った方々にどうやったら伝えられる 、どうやったらそういった人々の心をつかむのか、そういったことを非常に工夫しながら取り組んでこられた事実がわかります。そういった方が、専修大学の元総長とい とを、皆様は偉大な先輩を持た たということを改めて知っていただきた なというふうに思 ます。（坂誥）長嶺先生ありがとうございました。せっ く ので 先生に何かお聞きしたいこと ある方は、ぜひお聞きしていただければと思います。この部分もうちょっと聞き っ んですけどとか、もう少し何か 話ありますか いうよ なこ がありましら、ぜひ挙手のほう 願い ま 。どなたかい がで ょうか。（澤山）先ほど石村先生の時にも質問をしたのですが 何点か質問させていただきます。先生のご著書『裁判官の爆笑お言葉集』を拝読させていただきながら、気付 ずに参加させてい だ て んですけど（笑） 、最近、弁護士というか司法制度自体、裁判員裁判の導入とかもあるんでしょうけれども、司法がメディア露出す 、
― 69 ―
《講演録》人の心を言葉で揺さぶるには？
あるいは舞台の題材にされることが多いなかで、弁護士もさることながら実は裁判官 方が言葉で揺さぶって るという実情も実はあるんじゃないかなと。今日の先生のテーマと外れてしま かもしれませんが、心を揺さぶっているかは別として、最近、東京地方裁判所で画期的というか社会的関心を呼ぶような判決 ありました。ご存知のことかと思 ますが、始 正光裁判官が、枕営業について、それはビジネスだ いう判決を下した各方面から議論を呼んだ裁判だったんですけど、民事・刑事を問わず、訴訟当事者ですね 弁護士・検察官が論証していって、実は最終 に 揺さぶっているのは弁護士ではなくて、裁判官なのではないかなという個人的な感想を持っているんです。我国は制定法主義・成文法主義です ら裁判官にその機能はないわけ 。それとの関係で司法に携わる者は今後はどうやっていけばいい かなということに先生のご見解ありましたらお伺いできればと思 ます。（長嶺）私は先ほどご紹介に預かった『裁判官の爆笑お言葉集』いう本を出しまして、これが非常に一般の方にも親しんで読んでいただ たんですけども、恐らくこれは裁判官が弁護士 か検察官とは違う要素があって、それは当事者のどっちに気持ちが揺れ動くか分からないということで どっちに行くか分からないから興味があるのかなと。弁護士とか検察官が主張する とってある程度は予測がつく。検察官は被告人を攻めていく 弁護人は被告人を守るということを役割としてやっているた 言葉の範囲があ 程度がっち
り決まっている。テリトリーがですね。ですが裁判官は被告人の味方かもしれないけれど厳しくあたることもあるかもしれない。ある意味、むしろ検察や弁護人よりも自由かもしれないです。発言に関してはですね。そこが裁判官の発言が広く一般に受け入れられている要因のひとつではないかと思います。それ 弁護人よりも裁判官のほうが心を揺さぶる程度が高いと う要因だと思います。（坂誥）ほかに いかがでしょうか。（高柳）せっかくなの お話を伺っ 質問をさせてい だきます。今日は今村力三郎 生誕一五〇年と うことで、今のお話も今村力三郎弁護士 弁論やご苦労をご紹介いただ た 思うんですけども、ご著書を読んでおりませんので、ほかにどういう弁護士のどういうところを注目されているのでしょう。さっき冒頭で正木ひろし弁護士のことなんか触れましたので、何しろ犯人は別に る言って 護士資格を剥奪されるまで こと やられた方でもありますし、あるいはきっ 戦前 ら戦後にかけては布施辰治弁護士なんかを取り上げて る かなと勝手に思っ ん すけれど どんな方を取り上げ 、どういう ころが素晴らしいのか。その辺のところのエッセンスを教えていただけたら（笑） 。あ い 、 れは本を読めとおっしゃるんならそれで結構なんですが（笑） 。よろくお願いします。（長嶺）そうですね 本を読 でいただければ一目瞭然だと思 ますが、エッセンスを取り上げますと、先ほ おっしゃっていた布施
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辰治弁護士も取り上げております。この方は人の心を感動させるような、感銘を与えるような弁論が得意というふうに思っております。正木先生はある意味エキセントリックな、思いがけない変化球を積極的に投げるような方ですね。そこに面白さがあるというふうに思っています。あ いは中坊先生。昔の森永ミルク 事件があった時 非常に感動的な弁論 したということで私はあえて取り上げまし 。それで弁護士さんから結構批判されるん すけど、中坊先生をそういうふうに取り上げるなと言われてしまいます。たしかに中坊弁護士は様々な毀誉褒貶ある方ですが、私はその森永ヒ素クの事件の弁論 非常に感銘を受けたなと思っております。あるいは唯一ご存命 方で、栃木県のですね、足利市で起こった幼女誘拐殺人事件で冤罪が決まった菅家利和さんの最新の冤罪の弁論で、佐藤博史弁護団長が非常に感動的な弁論をしたと 被害者の名前をもじったような弁論をした で、私はあえてご存命の方の弁護士を唯一いれました。もし興味があれば 講義室のあちら 出口で現物を売っており すので。サインもしますのでよろしくお願いします。（坂誥）私から聞く も何な です 、花井弁護士の弁論は かがですか。（長嶺）花井先生の弁論も非常に上手だったと思います。おそらく、あの人は法廷での弁論が三度の飯より好きな方だ んだろうなと思います。そろそろ辞めろと言われても何時間でも続けたというふうに言われておりますので。おそらく法廷で死んでもいいとい
う方だったと思います。それであえて取り上げたということですね。（坂誥）たいへん多くの弁護士の方を載せ くださっていまして、読み応えもありましたし、本物を読んでみたいなと私なんか思って、幾つか紐解いてみたものもありますので、ぜひ皆様方もとっかかりにしていただけるといいなと思っております。ほかに何か、もう少しという方はいらっしゃ ますでしょうか。最後に先生、おっしゃりた ことなどござい せんか。（長嶺）言い残した です 選挙に行きましょう（笑） 。もし、駄目な政治家が るとし 、それは国民のせいである。やっぱり国民主権の国ですから。国民が政治に関心を持って なければ、政治が国民に関心を持 ないのは当然のことです。民主主義というのは治者と被治者の自同性という、これは法学部の憲法で習と思うんですが、治める と められ 者が一致して る が民主主義であるという本質なんですね。国民とそ リーダーは鏡 あると。合わせ鏡であるということなんですね。だから、国民がしっかり関心を持てば、向こうからもその関心が、政治家 返ってくると私は思っていますので、ぜひ皆さ 選挙に行きましょう。 またま来月は大きな選挙が二つ連動します。一八歳、一九歳の方がどれほどいるかわかりません 、初めての選挙 してはハードなスケジュールですけれど、考え 投票に行って ただきたい 思いす。ではご清聴ありがとうございました。
